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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
挿入部先端の対物レンズによる像を撮像素子上に結像させ、この撮像素子からの画像信号
を挿入部に挿通したＣＣＤケーブルを介してビデオプロセッサに導く電子内視鏡において
、
　上記ＣＣＤケーブルを、傾斜配合押出成形によって形成した先端部側が硬く後方が軟ら
かい傾斜硬度被覆チューブで被覆したことを特徴とする電子内視鏡のＣＣＤケーブル保護
装置。
【請求項２】
請求項１記載のＣＣＤケーブル保護装置において、上記挿入部は、先端側から順に、先端
硬性部を含む湾曲部及び可撓管部を有し、上記傾斜硬度被覆チューブは、湾曲部において
比較的硬質で、可撓管部内において比較的軟質部に変化している電子内視鏡のＣＣＤケー
ブル保護装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、電子内視鏡のＣＣＤケーブル（映像信号電送ケーブル）の保護装置に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
電子内視鏡は、挿入部先端の対物レンズによる像を撮像素子上に結像させ、この撮像素子
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からの画像信号を挿入部に挿通したＣＣＤケーブルを介してビデオプロセッサに導くとい
う基本構成を有する。挿入部は、先端側から順に、先端硬性部を含む湾曲部と可撓性部と
を有しており、ＣＣＤケーブルは特に湾曲部において他の内蔵物との摩擦（干渉）が大き
い。この摩擦抵抗を減らすために、ＣＣＤケーブルを低摩擦性の合成樹脂チューブ（例え
ば四フッ化エチレン樹脂）で被覆することが提案されているが、湾曲部の湾曲が繰り返さ
れると、ＣＣＤケーブルが断線してしまう。具体的には、ＣＣＤケーブルとその被覆チュ
ーブには、湾曲部の湾曲に対応して湾曲するべく柔軟性が付与されているが、圧縮方向の
力が作用する湾曲時にはその柔軟性ゆえに弛んでしまい、続いて湾曲部を伸ばすと弛みを
取る方向への引張力が作用する。この弛みと伸展の繰り返しにより、ＣＣＤケーブルにス
トレスがかかり、断線の原因となる。また、湾曲部内でのＣＣＤケーブルの弛みを取るた
めに、ばね力等を用いた弛み除去機構（引張機構）を設けると、構造が複雑になり製造コ
ストが高くなってしまう。
【０００３】
【特許文献】
特許第３００７７２８号公報
特開平２-１９１４２５号公報
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、湾曲部の湾曲動作を繰り返してもＣＣＤケーブルの破損のおそれの少ない電子
内視鏡のＣＣＤケーブル保護装置を得ることを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】
本発明は、湾曲部内では可撓管部内におけるよりもＣＣＤケーブルを相対的に曲がりにく
くした方がＣＣＤケーブルの耐久性が増すという逆転の発想に基づいてなされたものであ
る。
【０００６】
すなわち、本発明のＣＣＤケーブル保護装置は、挿入部先端の対物レンズによる像を撮像
素子上に結像させ、この撮像素子からの画像信号を挿入部に挿通したＣＣＤケーブルを介
してビデオプロセッサに導く電子内視鏡において、ＣＣＤケーブルを、傾斜配合押出成形
によって形成した先端部側が硬く後方が軟らかい傾斜硬度被覆チューブで被覆したことを
特徴としている。
【０００７】
具体的には、挿入部は、先端側から順に、先端硬性部を含む湾曲部及び可撓管部を有し、
傾斜硬度被覆チューブは、湾曲部において比較的硬質で、可撓管部内において比較的軟質
部に変化しているとよい。
【００１０】
【発明の実施形態】
　図１ないし図５を参照して本発明による電子内視鏡のＣＣＤケーブル保護装置の一実施
形態を説明する。図４は、電子内視鏡１０の全体構成の一例を示すもので、体腔内に挿入
される挿入部１１とその基部側に接続された操作部１２を有している。挿入部１１は、先
端側から順に、先端（硬性）部１３、湾曲部１４及び可撓管部１５を有しており、さらに
可撓管部１５が連結部１６を介して操作部１２に接続している。操作部１２からはユニバ
ーサルチューブ１７が延設されており、該ユニバーサルチューブ１７の末端に設けたコネ
クタ部１８は、内視鏡本体とは別体のビデオプロセッサ１９に着脱可能となっている。
【００１１】
挿入部１１内には、図２、図３に示すように、ＣＣＤケーブル（映像信号電送ケーブル）
２１、一対のライトガイドファイバ２２、処置具挿通チャンネル２３、一対の湾曲操作ワ
イヤ２４、送気チャンネル２５、送水チャンネル２６が挿通されている。図１に示すよう
に、先端部１３には対物光学系ＯＬが設けられており、この対物光学系ＯＬによる像がＣ
ＣＤユニット２０を構成するＣＣＤ（撮像素子）上に結像し、画像信号が生成されるよう
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になっており、ＣＣＤケーブル２１の先端部は、ＣＣＤユニット２０に接続し、後端部は
コネクタ部１８に導かれている。ライトガイドファイバ２２の先端部は、先端部１３の端
面に位置する不図示の照明窓に対向し、後端部はコネクタ部１８に導かれている。ビデオ
プロセッサ１９には、ＣＣＤケーブル２１を介して送られる画像信号を処理する画像処理
装置と、ライトガイドファイバ２２に照明光を送る光源とが設けられている。処置具挿通
チャンネル２３の先端部は先端部１３の端面に開口し、後端部は操作部１２の処置具挿入
口２７に連通している。また、送気チャンネル２５と送水チャンネル２６の先端部は先端
部１３の端面に設けた不図示のノズルに開口し、後端部はそれぞれ、図示しない送気源と
送水源に接続されている。
【００１２】
可撓管部１５は、図２に示すように、金属螺旋管１５ａの外側に金属網チューブ１５ｂが
被せられ、さらに被覆ゴム管１５ｃで覆われている。金属螺旋管１５ａの内側は樹脂製チ
ューブ１５ｄが設けられ、この樹脂製チューブ１５ｄの内側に、前述の各種内蔵物が配置
されている。
【００１３】
　湾曲部１４内には、多数の筒状をなす湾曲セグメント１４ａが長手方向へ向けて整列状
態で位置し、各湾曲セグメント１４ａの左右の枢着舌片１４ｂが湾曲中心となる左右のリ
ベット１４ｃで順次枢着されている（図３参照）。一対の枢着舌片１４ｂと一対の湾曲操
作ワイヤ２４は、互いに直交する平面内に位置している。これらの湾曲セグメント１４ａ
の外側には、金属網チューブ１４ｄが被せられ、さらに被覆ゴム管１４ｅで覆われている
。挿入部１１内を挿通されている一対の湾曲操作ワイヤ２４の先端部は、先端部１３に結
合されており、後端部は操作部１２の湾曲操作ノブ２８に接続されていて、湾曲操作ノブ
２８を操作すると、複数の湾曲セグメント１４ａがそれぞれのリベット１４ｃを湾曲中心
として揺動し、図５のように湾曲部１４が湾曲される。これらの湾曲操作構造は周知であ
り、本発明の要旨と関係がないので、これ以上の説明は省略する。
【００１４】
ＣＣＤケーブル２１は、以上の湾曲部１４や可撓管部１５の内部において他の内蔵物との
摩擦（干渉）を軽減するべく、図１に示すように、低摩擦性の傾斜硬度被覆チューブ３０
によって被覆されている。傾斜硬度被覆チューブ３０は、湾曲部１４内に位置する先端部
側領域３０ａが相対的に硬く（直線維持性が大きく）、可撓管部１５内に位置する後方領
域３０ｂが相対的に柔らかく（直線維持性が小さく）なるように、異なる合成樹脂材料を
傾斜配合押出成形している。但し、先端部側領域３０ａは、湾曲部１４の湾曲を妨げない
程度の柔軟性を備えている。本実施形態では、先端部側領域３０ａを四フッ化エチレン樹
脂で、後方領域３０ｂをポリウレタン樹脂でそれぞれ形成している。このような傾斜硬度
被覆チューブ３０で被覆することにより、ＣＣＤケーブル２１は、湾曲部１４内における
直線維持性が高くなり、湾曲状態においても湾曲部１４内で弛みにくくなる。その結果、
湾曲を繰り返してもＣＣＤケーブル２１が断線するおそれが少なくなる。
【００１５】
このように、本実施形態のＣＣＤケーブル保護装置では、傾斜硬度被覆チューブ３０のう
ち、湾曲部１４内の先端部側領域３０ａを後方領域３０ｂに比して硬質にすることにより
、湾曲に対するＣＣＤケーブル２１の耐久性が向上している。特に、傾斜配合押出成形で
形成した傾斜硬度被覆チューブ３０は、部分的に硬さを異ならせても径（肉厚）を全体的
に均一にすることができるため、挿入部の大径化を防ぐことができる。なお、傾斜硬度被
覆チューブ３０を形成する材質は、前述の四フッ化エチレン樹脂とポリウレタン樹脂に限
定されるものではない。
【００１９】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、湾曲部の湾曲動作を繰り返してもＣＣＤケーブルの破損の
おそれの少ない電子内視鏡のＣＣＤケーブル保護装置を簡単な構造で得ることができる。
【図面の簡単な説明】



(4) JP 4199505 B2 2008.12.17

10

20

【図１】　本発明による電子内視鏡のＣＣＤケーブル保護装置の一実施形態を示す、先端
部から可撓管部の縦断面図である。
【図２】　図１のII‐II線に沿う断面図である。
【図３】　図１のIII‐III線に沿う断面図である。
【図４】　内視鏡の全体を示す図である。
【図５】　湾曲部の屈曲状態を示す図である。
【符号の説明】
１０　電子内視鏡
１１　挿入部
１２　操作部
１３　先端部
１４　湾曲部
１５　可撓管部
１６　連結部
１７　ユニバーサルチューブ
１８　コネクタ部
１９　ビデオプロセッサ
２０　ＣＣＤユニット
２１　ＣＣＤケーブル（映像信号電送ケーブル）
２４　湾曲操作ワイヤ
２８　湾曲操作ノブ
３０　傾斜硬度被覆チューブ
３０ａ　先端部側領域
３０ｂ　後方領域

【図１】 【図２】
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